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はじめに
　
蘇青（一九一四～一九八二）は一九四〇年代、張愛玲
1と共に人気女流作家であった
2。しかし蘇青の名はこれまで文
学史上において張愛玲ほど語られることはなかった。ところが最近の張愛玲ブームにともない、歴史の地層から発掘されるよう して、再び注目されるようになってきた人物である。　
蘇青と張愛玲がともに作品を寄稿していた雑誌に『古今
』
3がある。 『古今』は政治色の強い雑誌であったにも関わ
らず、作風に政治性の希薄な二人が寄稿した理由とは一体何だったのか。以前、拙稿『 『古今』と張愛玲―作品掲載の背景―』
4
において、張愛玲が『古今』に寄稿した理由について検討しながら、当時の文壇の作家や編集者たちに
とっての張愛玲の価値を探った。　
本稿では、上記前稿と問題意識を共有しつつ、蘇青と『古今』 携わった人々との関わりを見ていく中で、 『古今』
が蘇青の人生に与えた影響とは何か、また蘇青にとっての『古今』 どういう意味を持った雑誌だったのかという
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ことを中心に考察していきたいと考えている。　
また「張愛玲と『古今』 」 、 「蘇青と『古今』 」という問題設定で検討を進めていくうちに、 『古今』は二人を巡り合
わせるきっかけとなった雑誌であることが見 きた この点についても、本稿で明らかにしたい。
一、蘇青について
⑴
　
蘇青の略歴
5
　
蘇青 （一九一四～一九八二） は浙江省寧波で生まれる。本名は馮允荘、 筆名は馮和儀・蘇青である。祖父は清末の挙人。
父は義和団事件賠償金により、アメリカのコロンビア大学へ留学する。後に漢口中国銀行に勤め、その後上海 銀行支配人となるも、四年後に銀行は倒産し、ほどなくして病死する。一方、母は師範学校を卒業した才媛で、蘇青はインテリ一家 いう家庭環境で育つことになった。　
蘇青は幼児期、祖父の家で育てられた。六歳になって両親の家に戻り、八歳の時に一家で上海に移住する。南京中
央大学外文系在学中、裕福な家の息子李欽後（母が決めた結婚相手）と結婚。出産のため大学を中退し、寧波 ある夫の生家で暮らし始める。しかし田舎の旧家庭での生活には馴染めず、上海へ移り住む。夫は夜間の法学部の大学生だったため（昼間は中学を二校掛持ちで教え、親から 援助もあったが）経済的に苦しかった そこで蘇青は家計の足しに雑誌へ作品を投稿するようになる。夫は後に弁護士を開業するも、太平洋戦争開始により弁護士の活動を停止。収入が途絶える。夫との に四人の子供を うけたが 結婚後十年で離婚する。
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離婚後、蘇青は子供を夫の元に残
し
6、一人で生きていくため、職業作家として作品を次々に発表していく。
一九三五年『論語』に蘇青の処女作（散文） 「生男与育
女
7」を寄稿したことで、編集者であった陶亢
徳
8と出会う。こ
の出会いが更に多くの文人や汪精衛政権の官僚との出会いに繋がってゆく。やがて彼らの援助を受けて自ら編集者となり雑誌『天地
9』を創刊する。しかし汪政権の官僚との関わりが深かったために、戦後漢奸作家と見なされてしまう。
　
一九五〇年代蘇青は越劇団で歴史劇の脚本を書いていたところ、司馬遷について尋ねた手紙を賈植
芳
10に送る。
一九五五年賈植芳が胡風事
件
11に巻き込まれ、蘇青もこの手紙をきっかけに胡風との関わりを疑われ、胡風グループ
の一員とみなされてしまう。これにより一年半服役する。一九八二年十二月糖尿病と肺結核などによる合併症のため、死去する。
⑵
　
蘇青著『結婚十年』について
　『結婚十年』や『続結婚十年』は、蘇青の人生や蘇青と『古今』の関係を探るのに重要な資料となるので、まずこれらの作品について紹介する。　『結婚十年』は『風雨談』 （主編は柳雨生
12）に連載され、のちに天地社（蘇青が社長）から単行本が出版される。本
篇は蘇青の結婚生活を素材にして書かれた作品である。蘇青は の作品について「本文不是自传，只是自传体的小说。（自伝ではなく自伝的小説であ
る
13。 ） 」と述べている。しかし作品の中では主人公を「蘇懐青」という名で登場させて
おり、 「蘇青」という名の間に「懐」を置いていることからも、自らの とを振 返って書くと宣言しているように読める。また作中でも描かれた事柄が事実と近似しているものが多くあると ろから、実在する人物の名前を変えて
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登場させ、実際の出来事を素材にして書いていると考えてまちがいなかろう。　
四海出版社より出版され、天地社が一手に取り次ぎ販売した『続結婚十年』も、 『結婚十年』と同様に自伝的小説
である
14。 『結婚十年』 『続結婚十年』ともに蘇青の実人生を素材として書かれた作品であるので、次章で『古今』との
関係を探 際に両篇を資料として扱うことになる。
二、蘇青と『古今』
　
蘇青の作家としての人生は『論
語
15』に「生男与育女」を寄稿したことから始まる。当時『論語』の編集者であっ
た陶亢徳と出会ったことをきっかけに、 『宇宙
風
16』や『古今』 『風雨
談
17』などに作品を次々と発表していく。 『古今』
の主な寄稿者が汪政権の官僚や著名な文人であったこともあり、該誌と関わりができたことで、人間関係が広がった。それにともない作品発表のチャンスが増えて、作家として飛躍していくこ になった。
⑴
　
蘇青の人間関係
　
蘇青は『古今』に関わりのあった多くの人物と出会っている。彼らと出会うことで、作家としての成長に大きな影
響がもたらされた。そこでいくつかの出会いを抽出し、以下に検討を加えていくことにする。
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①
　
雑誌編集者との出会い
　
蘇青が処女作を『論語』第
68期に投稿すると、 当時該誌の編集者であった陶亢徳の目にとまった。陶亢徳は『論語』
の他に『宇宙風』 『宇宙風乙
刊
18』なども編集していた。蘇青は『論語』寄稿後にこれらの雑誌に次々と作品を発表す
るようになる。陶亢徳が『古今』の編集に参入し、散文（小品文）の分野にも力を入れようとした改編期である第
9
期から
19、蘇青も『古今』に作品
20を掲載し始める。つまり、様々な雑誌へ作品発表のチャンスを与えたのは、陶亢徳で
あったと言える。　
また陶亢徳の紹介による柳雨生
21との出会いも、蘇青の人脈を広げ、蘇青に作品発表のチャンスをもたらすこととな
る。柳雨生は『古今』の主要執筆者であり、 『風雨談』の主編でもあったので、蘇青は『風雨談』に『結婚十年』はじめ多くの作品を寄稿した。また陶亢徳と柳雨生は蘇青を様々な会合に出席させ、蘇青の人脈を広げるのに助力した。　
次に『古今』の社長である朱
朴
22との出会いは、蘇青に文人のみならず汪精衛政権の役人との出会いをもたらした。
朱朴は汪政権の役人でもあるため、 『古今』には多くの汪政権 役人が寄稿 ている。そこで朱朴が蘇青と汪政権の官僚との仲介役となったので 。ま 当時若手作家 った梁文
若
23が「
认识了朴之（朱朴―
引用者注
）
之后因而也
就认识了不少文化界中的人物。 （朱朴と出会ってから、多くの文化界の人々と知り合いになっ
た
24。 ） 」と述べているよ
うに、朱朴は若手作家の人脈を広げる仲介役であ たことがわかる。
②
　
汪精衛政権の官僚との出会い
　
陳公
博
25は汪政権下の上海市長で、 『古今』の主要執筆者でもあった。朱朴は蘇青に、陳公博が蘇青の「談離婚」を
読んで褒めていたことを伝え、彼の気を引くような文章を書いて、仕事を斡旋してもらえるよう勧めた
26。
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すると蘇青は『古今』において次のように陳公博を褒めた。 「我頂愛讀的還是陳公博氏的
兩篇文章、一篇是《
上海
的市長
》，
一篇是《
了解
》。
陳氏是現在的上海市長（中略）高高的，大大的，直直的鼻子象征着他的公正與寬厚」 （私
が一番好きだったのは、陳公博氏の二篇の文章で一つは「上海市長」 、もう一つは「了解」である。陳氏は上海の市長で（中略）高くて大きくまっすぐな鼻は彼 公正さと寛大さを象徴している
27。 ） 」
　
のちに陳公博は蘇青に、陳公博の秘書と上海市政府の事務員の職 紹介し、蘇青は事務員を選んだ。秘書課の事務
員に配属されたものの、三カ月後には退職する。この経験を基に役人の実態について書いた散文が「談做官」である。　
清秋子「朋友亦有行行色色
28」によると、 陳公博は蘇青に家賃として八万元と、 『天地』発行のための五万元（二万五千
枚の印刷用紙の購入費に充てる）を渡している。このようなことから、蘇青は陳公博の愛人であっ とも囁かれている
29。
　
次に、汪政権の官僚で中央儲備銀 の総裁であった周佛海
30との出会いを見ていく。彼も『古今』の執筆者であった
ため朱朴とのつながりが深かった。周佛海の妻は蘇青のファンだったため、朱朴が周佛海の妻に蘇青を紹介した。そこから蘇青は周佛海の家に頻繁に出入りするようになり、家族ぐるみの付き合いになっていったようである。この縁で、蘇青主編の『天地』に周佛海や周佛海の妻、子供が作品を寄稿す
31。ちなみに『天地』は中央儲備銀行の広告を
多く掲載しているが、これは広告収入という形を用いた周佛海から 援助金である。　『古今』に関わる人々との出会いによって、蘇青は一人で生きていくための仕事や金銭的な援助を受けた。また人間関係の拡大により、様々な雑誌を紹介してもらうことで、作品発表のチャンスを得た。これにより、 『天地』創刊への基礎を固め、作家として自立することができた。そ して『天地』 創刊し、社長・編集長・作家としての 位を確立できたのである。つまり彼らの援助が ければ『天地』創刊には至ら かった可能性は非常に大きい。 かし、
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これらの援助を受けたがために、戦後漢奸とみなされることとなる。蘇青にとって『古今』関係者、特に陳公博や周佛海との出会いは、人生の山と谷の両方をもたらしたといえる。　
ちなみに、 『古今』の主要寄稿者は、基本的に『天地』にも作品を寄稿してい
る
32。これは蘇青と『古今』の関係が
深かったことの証といえる。
⑵『古今』における蘇青
　
蘇青の散文は、出産育児家事、嫁姑問題、夫婦関係など、蘇青自身が主婦になり経験し、感じたことを描写したも
のが多い。また日常生活の中でよくある出来事 題材としているので、一般市民が気軽に興味を持って読めるような作品であった 特に中産階級 女性から 人気を博してい ようだ
33。
　
蘇青は『古今』において以下の七篇の散文を発表している。・ 「論離婚」 （ 「離婚を論ずる」 ）
	
第九期（一九四二年十月十六日）
・ 「送礼」 （ 「贈り物」 ）
	
第十二期（一九四二年十二月一日）
・ 「恋愛結婚養児子的職業化 （ 「恋愛 結婚、育児の職業化」 ）
	
第十六期（一九四三年二月一日）
・ 「古今的印象」 （ 「古今の印象」 ）
	
第十九期（周年記念特大号） （一九四三年三月）
・ 「再論離婚」 （ 「再び離婚を論ずる
	
第二十三期（一九四三年五月十六日）
・ 「論紅顔薄命」 （ 「美人薄命を論ずる」 ）
	
第二十六期（一九四三年七月一日）
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・ 「談做官」 （ 「役人について語る」 ）
	
第二十九期（一九四三年八月十六日）
　
これは、 『宇宙風』や『天地』など蘇青が寄稿した他の雑誌と比べるとそれほど多い量ではない。しかも『古今』
に携わった期間は一年に満たない。一年足らずで『古今』への寄稿をやめ、 『天地』を創刊し、さらに『雑誌』等への寄稿も始め 理由 何だったのか。 『雑誌』は『古今』よりも娯楽的要素が強く、 通俗的な雑誌であるため、 『雑誌』の読者には、蘇青の作品を好むような中産階級の女性が多かった。そのため蘇青の名をさらに売り、自身の雑誌である『天地』の読者を増やすためにも、蘇青は『雑誌』に作品を寄稿する必要があった。つまり、蘇青が『古今』を離れ『雑誌』を中心に活動を始め のは、 『天地』社長でもある蘇青の一つの戦略であったといえよう。　
それでは一方の『古今』は蘇青をどのように評価していたのか。 『古今』 「編集後記」において、蘇青に対する記述
がある。
《論離婚》
（中略）是上選之作，值得向讀者鄭重推薦的。
「離婚を論ずる」 （中略）は選りすぐりの作品なので、読者の方々に謹んでお勧めする。
（編者「編集後記」 『古今』第九期）
《送禮》作者蘇青女士，自《論離婚》一本在本刊發表後，博得好評極多。女士固一老作家，以寫人生瑣事為林語堂氏所激賞，七八年前即蜚聲文壇，此後當為 刊長期執筆。「贈り物」の作者蘇青女史は、 「離婚を論ずる」を本誌に発表して以来、非常に好評を博した。彼女はもともと
二九七
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ベテラン作家で、人生のこまごまとした話を題材にして、林語堂氏から称賛され、七～八年前に文壇で有名になった。今後は本誌に長期に渡って執筆することになる。
	
（黎庵「編集後記」 『古今』第十二期）
蘇青女士近方服務本市某機關， 以女子現宰官身， 比多所掰劃， 以福我市民， 本期蒙以《談做官》一文見賜， 現身說法，殊多妙諦，讀者幸勿泛泛讀過。蘇青女史は近頃本市（上海市―筆者注）のある機関で勤務している。女性の身で役人の中に入り、我々市民のために仕事をしてくれるにちがいない。今期の「役人について語る」の一文を拝見するに、自分の経験によった話で、絶妙な表現が多数あ ので、読者の方々にはくれぐれもじっくり読んでほしい。 （黎庵「編集後記」 『古今』第二九期）
　
またこの他にも、古今社主催による茶会に唯一の女性として参
加
34するなど、 『古今』は蘇青を好意的に受け止め、
評価し、女性作家である蘇青を大事にしていることがわかる。　「役人雑誌」と呼ばれた『古今』にとっての弱点は、女性読者が少ないことであろう。周佛海の妻が蘇青のファンであったことからもわかるように、 『古今』も女性の読者を獲得するためにも、すでにある程度有名で林語堂からも称賛されている蘇青を必要としていた可能性がある。　つまりまずは生活の基盤を作りたかった蘇青の思惑と、 『古今』の思惑が、うまく合致したのである。
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三、蘇青と張愛玲
　
蘇青が 『古今』 への寄稿をやめてから三カ月後、 張愛玲が 『古今』 に作品を発表するようになった。これは蘇青が 『古
今』への寄稿をやめると知った『古今』編集者が、蘇青ファンである女性の読者の流出を防ぐために、蘇青の後釜として張愛玲を『古今』に引き入れ 可能性が考えられる。　
また周黎庵が「魂兮归来，张爱玲
35」において張愛玲を『古今』に紹介したのは柳雨生であると述べている。柳雨生
が蘇青と様々な人物との仲介役となってい ことから、蘇青に張愛玲を紹介したのも柳雨生であると考えられる。つまり、 張愛玲を結びつけたのも、 『古今』関係者であり、蘇青と張愛玲を語る上で『古今』は重要な役割を持っていることが分かる。　
蘇青は『天地』創刊にあたり、張愛玲に一通の手紙を書いた。
她起初寫給我的索稿信，一來就說‘叨在同性’，我看了總要笑。彼女は始めのうち原稿を催促する手紙には、 「女性同士なんだから」というのを決まり文句のようにいつも書いていたので、それを見るたびに笑ってしまった。
	
（張愛玲「我看蘇青」 『天地』第十九期）
　
二人の直接の交流は蘇青からの手紙で始まり、張愛玲は『天地』に最終号直前まで毎号のように寄稿した。また蘇
青の作品の挿絵や第十一期からの表紙のデザインを担当した。ここからも、 張愛玲の 天地 への貢献度がよくわかる。つまり『天地』が停刊するまで、張愛玲は蘇青と共に『天地』発行に尽力していたのである。
二九九
蘇青と『古今』
　
しかし蘇青は『古今』に関わる人物や、 『天地』創刊にまつわる出来事、 当時の文壇の作家たちとの交友関係について、
『続結婚十年』の中で細かく描いているのに、張愛玲についての記述は見られない。これは、蘇青と張愛玲が編輯者と作家という関係だけでなく、個人的な感情（張愛玲の夫、胡蘭成を巡っての衝突）があったことが原因であろう
36。
　
表向きは‘女性同士’編輯者と作家として『天地』を盛り上げてきたが、内心は恋敵だったようだ。しかし、張愛
玲が『天地』を盛り上げたのは事実であり、 『天地』にとって張愛玲はなくてはならない存在で 。蘇青が『続結婚十年』において張愛玲を取り上げ かった理由を詳しく見ていくことにより、二人の関係がより明らかになっていくにちがいない。しかしこれについての考察は、続稿にゆずりたい。
おわりに
　
蘇青は離婚し人生の危機に陥りかけていたところ、 『古今』に関わる人物から様々な雑誌を紹介してもらうことで、
作品発表のチャンスを得て実績を積むことができた。こ 経験により雑誌編集者としての基礎を固め、蘇青は作家として安定し、自立することができたのである また蘇青は『古今』寄稿者でもある陳公博や周佛海から金銭的な援助を受けている。これは戦後蘇青が漢奸と見なされる要因となってしまった。ともあれこれ より『天地』を創刊し、作家、社長、編集長としての地位 確立することができたのである。　
蘇青にとって『古今』とは、 蘇青の作家としての基礎を作っ 雑誌であり、 作家としての人生の紆余曲折は、 『古今』
によってもたらされたと ってもよい。 『古今』をなくして蘇青を語ることはでき いほど 蘇青の人生を大きく左右させた雑誌であったといえる。
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三〇〇
　
また一九四〇年代の上海で人気女流作家であった蘇青と張愛玲を結びつけたのが、 『古今』に携わった柳雨生であ
った。この出会いがのちに彼女らが力を注ぐこととなった雑誌 『天地』 発行に繋がるわけである。蘇青と張愛玲は 『古今』での発表時期は重ならないため、一見すると、 『古今』において二人の接点はなかったと考えやすい。しかし『古今』は二人を巡り合わせるきっかけとなった雑誌であり、蘇青と張愛玲を語る上で『古今』は重要な役割を持っているのである。
1　
張愛玲（一九二〇～一九九五）上海に生まれる。祖母は李鴻章の娘。一九四〇年代、上海淪陷区の文壇において一躍脚光を浴びた女流作家である。一九五〇年代以降、張愛玲の作品が通俗的であったため批評の対象にならず、人々から忘れ去られるようになっていく。その頃、中国大陸では禁書の扱いを受けた。しかし、一九六〇年代にはコロンビア大学教授の夏志清により、張愛玲は、中国現代文学史のなかで魯迅に続く優秀な作家という高い評価を与えられ、彼女の作品は台湾や香港で再び人気を博し多くの学生、文学研究者らを魅了した。彼らは「張迷（熱狂的な張愛玲ファン） 」と呼ばれ、張愛玲を対象とした学術研究も「張愛玲学」または「張学」と呼ばれるようになってきた。
2　
黄静珠「訪蘇青記」 （ 『雑誌』第
15巻第一期一九四五年四月号）において「蘇青女史は今や超売れっ子の女性作家になってしまっ
た」という記述がある。
3　『古今』一九四二年三月創刊～一九四四年十月終刊。上海で月刊誌（のちに月に二回発行）として創刊された。発行人である朱朴は汪精衛政権の役人で、汪精衛やその他政府の役人 ども多く作品を掲載するなど、政治色の強い雑誌である 主に人物の故事や史実記録など文献学的な内容 作品が多い。第九期より散文（小品文）の分野にも力を入れ始めたが 般的な人々が読むような通俗雑誌とは一線を画した雑誌であった。主な寄稿者は、汪政権の官僚や学者、文人、新鋭 家である。
三〇一
蘇青と『古今』
4　
拙稿『 『古今』と張愛玲
―
作品掲載の背景―』 『東洋大学大学院紀要』第
48集
5　
櫻庭ゆみ子『蘇青論序説― 『結婚十年』 が書かれるまで―』 『東洋文化研究所紀要』一九九六年二月、宮入いずみ『蘇青論のための基礎的研究ノート（その一） 』 『人文学報』東京都立大学人文学部一九八八年三月
	 等参照
6　『結婚十年』の中で、蘇青が結核を患ったために母乳を与えることも、子供に接触することもできなくなったという場面が描かれている。
7　
蘇青は『論語』に散文「産女」を投稿するも、 一九三五年六月『論語』に掲載されたときは、 「生男与育女」という題で掲載された。
8　
陶亢徳（一九〇八～一九九三）は、一九四三年上海代表として、東京で開催された第二回大東亜文学者大会に参加する。終戦後漢奸として逮捕される。文学者としての陶亢徳は、林語堂系の刊行物『論語』 『人間世』 『宇宙風』 『宇宙風乙刊』の有能な編集者だった。
（李相銀「依附与遣愁
∶亲汪文人的文化姿态
―《
古今
》
研究」 『上海沦陷时期文学期刊研究』上海三联书店二〇〇九年
参照）
9　『天地』 一九四三年十月創刊～四五年六月終刊。主編は 。 『天地』 「発刊の詞」 において 「できるだけ女性の創作を奨励したい」と述べ、女性が作品を書くことを提唱した雑誌である。女性や家庭などの特集を組み、それぞれの作家が自らの観点で執筆した。
10　
賈植芳（一九一五
～
二〇〇八）山西省襄汾県の出身。七月派の主要作家。日本の東京大学にて文芸創作と翻訳について学ぶ。上
海時事新報復刊『青光』の主編。胡風との親交は深く、胡風が胡風批判で逮捕された際に胡風を擁護したため、胡風反革命集団基幹分子として断罪された。
11　
一九五四年胡風は中共中央に対して「文芸問題に対する意見」を提出し、文芸報編集方針へ 批判 展開すると、周揚らが批判。一連の動きをみた毛沢東は胡風を反革命分子として断罪した。胡風の仲間も反革命集団として一斉に逮捕された。
12　
柳存仁（一九一七～二〇〇九）北京で生まれる。字は雨生。上海のいくつかの大学で教鞭をとる。 『
大美晚报
』や『文史周刊』
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三〇二
等を編集する。併せて文学創作活動も行う。淪陷期の上海では“中日文化協会”の主要メンバーだった。
13　
蘇青「後記」 『結婚十年』江蘇文芸出版社二〇〇九年十月
14　
黄惲は「
我读《
续结婚十年
》 」 （ 『万象』第十一巻第六期二〇〇九年六月）において「私は蘇青のノンフィクション散文であると
みている。 」と述べてい また胡 輝は「也説『続結婚十年』中的影射」 （ 『万象』総一一三期二〇〇九年一月）において、続結婚十年』の登場人物と蘇青が交流した実在の人物とを照らし合わせ、対照表を記している。
15　『論語』一九三二年九月創刊～三七年八月停刊、四六年十二月復刊～四九年五月終刊。主編は第一期（一九三二年九月）～二六期（一九三三年十月一日）は林語堂、第二七期（一九三三年十月十六日）～八四期（一九三六年三月十六日）は陶亢徳、第八五（一九三六年四月一日）～一〇五期（一九三七年二月 日） 郁達夫と邵洵美、一〇六期（一九三七年二月十六日）～終刊は邵洵美。蘇青の作品は第六七期以降に掲載されている
16　『宇宙風』一九三五年九月創刊～一九八七年八月終刊
　
主編は林語堂、陶亢徳、林憾盧等。
　　
宇宙風社は第六六期まで上海、第六七～七七期を広州、第七八～一〇五期を香港（桂林に分社を設け、ここ 印刷）第一〇 ～一三八期を桂林、第一三 ～ 四〇期重慶で発行。
17　『風雨談』一九四三年四月創刊～一九四五年八月停刊。編集兼発行者は柳雨生。
18　『宇宙 乙刊
	 一九三九年三月一日創刊～一九四一年十二月一日終刊。上海で創刊。主に散文小品文を中心とした半月刊。主編
は林語堂、陶亢徳、林憾盧。一九四〇年一月十五日（第二〇期）～一九四〇年八月十五日（第二七期）は月刊誌 この時 編集には周黎庵が加わる。
19　
李相銀「
依附与遣愁
∶亲汪文人的文化姿态
―《古今》研究」 （ 『
上海沦陷时期文学期刊研究
』
上海三联书店
二〇〇九年）において、
「 『古今』の小品文の戦略を実現させるに 周と陶の二人が大変 要な役割を果たしている。 （ 略）朱朴が陶亢徳と手を組ん
三〇三
蘇青と『古今』 だのは、彼の文学界での影響力を見込んでのことだった。 」とあるように、 『古今』は第九期から、陶亢徳を編集者に加え、改編期に力を入れている。
20　
蘇青の『古今』への寄稿は「談離婚」 （ 『古今』第九期一九四二年十月）から始まる。
21　
柳存仁 （一九一七～二〇〇九） 字は雨生。上海のいくつかの大学で教鞭をとる。 『風雨談』 や 『大美晚报』 『文史周刊』 等を編集する。併せて文学創作活動も行う。淪陷期の上海では“中日文化協会” 主要メンバーだった。
22　
朱朴（一九二〇～一九七〇）江蘇省無錫県雲郷 人 一九二八年ロンドンに留学 パリで汪精衛と知り合い、国民党改組派の要員となる。汪政権の中央宣伝部副部長を務めた後、一九三九年十月に『
时代晩报
』を上海で創刊する。一九四〇年交通部政務次
長に任命された後、中央党部に転勤し、組織部副部長となる。一九四 年辞職し『古今』を創刊す （櫻庭ゆみ子「蘇青論序説― 『結婚十年』が書かれるまで―」 『東洋文化研究所紀要』一九 六年二月、他参照）
23　
梁文若（一九一六～一九六八）広東省中山県の出身 『古今』の主要執筆者である梁鴻志の娘。
24　
梁文若「談天地」 『天地 第 期一九四四年三月
25　
陳公博（一八九二～一九四六）広東省南源 人。 四〇年三月汪精衛政権下では、国民党中央監察委員、中央政治委員会委員、立法院院長兼政治訓練部部長、軍事委員会委員などを歴任し、十一 には上海市長となる。
26　
清秋子「朋友亦有行行色色」 張愛玲私人生活史』中国编译出版社二〇一 年七月
27　
蘇青「 『古今』的印象」 （ 『古今』第 九期一九四三年三月十六日
28　
清秋子「朋友亦有行行色色」 （前掲）
29　
清秋子氏は 蘇青は結局のところ、汪偽参謀大漢奸陳公博の愛人だったのか？確かな根拠はなく、噂でしかない。ただ蘇青と陳公博の関係は確実に普通ではない。 と述べている。 （清秋子「朋友亦有行行色色」前掲）
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三〇四
30　
周佛海（一八九七～一九四八）湖南省沅陵の人。一九三九年八月汪精衛政権下では国民党中央常務委員、財務委員会主任委員兼特務委員会主任委員、財政部長兼中央政治委員会秘書長、行政院副院長などを歴任する。
31　
周佛海の妻、周楊淑慧（ 『天地』創刊号一九四三年十月十日） 「在日本的小家庭生活」 （ 『天地』第四期一九四四年一月十日）周佛海の子、周幼海「夢餘抄」 『天地』第六期一九四 年三月十日）等
32　
例えば朱朴 佛 、陳公博、文載道、柳雨生、周作人、紀果庵、徐 士、予且等である。
33　
櫻庭ゆみ子氏は『蘇青論序説― 『結婚十年』 が書かれるまで―』
p.183
において「低額の給与職にありながら、外見はあくまで女
性らしく装う（即ち喰うや喰わずでも化粧代にかけねばならぬ）ことを要求された都市中産階級の女性たちが、馮和儀の果敢な言葉を喝采を持ってむかえた。パーマをかけ流行の服装に身を包み、男たちのものだった外の世界を軽やかにかけまわる蘇青こと馮和儀の姿は、革命の戦士という高所の位に飛翔することが出来ずにいた女たちにとっては 身近な憧れの対象であり、生き難い目の前の現実に一抹の彩りを添える存在となり得たのだ。 」と述べている。
34　
文載道「樸園雅集記」 『古今』第二五期
35　
周劭『葑溪寻梦』古吴轩出版社一九九九年二月
　　
「私はその時ちょうど故実や書画について専門的に語る刊行物を編集しており、彼女は柳存仁の紹介で一篇の原稿を手土産に私に会いに来た。 ） 」
36　
蘇青は胡蘭成に『天地』を送り、そこに掲載されていた張愛玲の短編「封鎖」を読んだ胡蘭成は張愛玲に興味 持つ そこで蘇青から張愛玲の住所を聞き出し、会いに行く。胡蘭成に対して好意を持っていた蘇青は、知らぬ間に自 張愛玲 胡蘭成 仲を取り持ってしまって た。また黄惲は「
也说《
续结婚十年
》
中的影射补正
―
苏青与胡兰成的上床问题」 （ 『万象』第十一巻第六期
二〇〇九年六月） で、 『続結婚十年』 において蘇青と胡蘭成との肉体関係、 そして張愛玲へ 嫉妬 描 て ることを指摘している。
